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乳幼児保育における音楽的表現活動から育む 
非認知能力の可能性 

―「歌う」という表現活動とそれらを支えるピアノ伴奏法の 
視点から― 

Possibility of non-cognitive ability for being developed by 
musical expressive activities in infant childcare：From the 
viewpoint of the expression activity("to sing a song") and 
the piano accompaniment method for supporting it  

                      國光 みどり  
Midori Kunimitsu 

はじめに 
「幼稚園教育要領」及び「保育所保育指針」は平成 20 年度の改訂後 9 年を経て、幼

保連携型認定こども園教育・保育要領の改訂が同時に行われ、平成 29 年 3 月に告示さ

れるに至った。日本の幼児教育は、この新たな指針により保育現場がどのように変わ

って行くのだろうか。激しく変転する現代社会の中で、子どもたちを育成していく課

題が今回の改訂によってどのように方向づけられているのだろうか。自ら主体的に目

的を発見し、その達成に必要な知識獲得への積極性を備えた子どもの育成のために、

今回の改訂がどのような指針を示しているのだろうか。21 世紀を逞しさと豊かな創造

力を持って生き抜いていく力をもった子どもたちの育成に向けて、幼児教育が果たし

得る可能性とより明確な方向性を明示したものとして、今回の改訂の内容の検討と保

育現場における対応を十分に精査しながら、改訂で示された内容の実践化を図る必要

があるだろう。 

従来の幼児教育に求められてきた保育内容に関わる 5 領域（健康，人間関係，環境，

言葉，表現）をより深く追求し、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿として「10 の

姿」（健康な心と体，自立心，協同性，道徳性・規範意識の芽生え，社会生活との関わ

り，思考力の芽生え，自然との関わり・生命尊重，数量や図形・標識文字などへの関

心・感覚，言葉による伝え合い，豊かな感性と表現）が示された。幼児期の豊かな経

験や体験によって、これらの力を育み、さらに小学校への学びへと円滑に結んでいく。    
それらの姿は、子どもたちが社会人として成長したとき、未来を生き抜く力の素地と

なることを展望し、日本の幼児教育の方向性を明らかに示したと言えるであろう。 
 また、それらを育むべき資質・能力を支える力として、子どもの「非認知能力」の
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重要性が╔目されたことである。日本の幼児教育では従来「心・意ḧ・ែ度」に重

点が⨨かれてきたが、それらと┦㏻じる力としてさらに⣽やかにᤊえ育んでいきたい

目に見えない子どもの育ち、༶ち「非認知能力」への║ᕪしを認識することの重要

性が指されているのである。それは≉に、発達㐣⛬にある子どもの₯ᅾ的な創造・

表現意ḧの育成と連動したものである。そこでこの小論では、保育現場における活動

である子どもたちの「歌を歌う」活動と「ჾ楽による伴奏表現」などの音楽を፹体と

した指ᑟに視点をおきながら、この度の改訂で╔目されている「幼児期において育み

たい資質・能力」の⫼ᬒを支えることになる「非認知能力」との関係、さらに子ども

達のᵝࠎな音楽表現を素地とした「自ᕫ⫯定感」の育成にࡘいての意⩏や保育⪅のᙺ

、保育の実践にࡘいて検討してみたい。 
1，子ども・子育て支新ไ度の確立と「子どもの未来を見ᤣえた」能力の育成 
平成 24 年 8 月に子ども・子育て関連 3 法が成立し、平成 27 年 4 月から子ども・子

育て支新ไ度が本᱁行となった。幼稚園と保育所という 2 の幼児教育ᶵ関の中ࡘ

に幼保連携型認定こども園がຍえられ、3 の教育・保育ᶵ関の保育や教育の質、内容ࡘ

が⤫୍されるといったᡃᅜの保育ྐୖ、⏬期的な変㠉が行われた。 
このような教育・保育の⤫୍化によって、教育目標のඹ㏻認識の形成、ࡘまり日本

の幼児教育の新たな方向性の確立、子ども達がどの幼児教育タに㏻ったとしても、

同ࣞࣝ࣋の保育、教育の質を保㞀されることが望まれ、平成 29 年の 3 法௧における同

時改定では、3 タとも幼児教育の質、内容の⤫୍が図られた。それは「未来を見ᤣえ

て子どもの力を育む」ࠝ ↓⸨・ộ見：2017：9ࠞことへの保育⪅の意識と意ḧの㔊成がそ

の⫼ᬒにある。では日本の幼児教育における未来とはどのようなࢪ࣮࣓でᤊえられ

ているのだろうか。これにࡘいて↓⸨・ộ見はḟのように㏙べている。 
㺀ࠗ これまでは今の社会はこのような社会だからこどもたちにこのような力をࡘけていき

ましࡻう࠘という関係がẚ㍑的見えやすかったのですが、今後の社会における、AI に代

表されるᢏ⾡㠉新の㐍Ṍや IOT のᗈがり、世⏺のࣝࣂ࣮ࣟࢢ化やὶ動化、地⌫環境の変

化、そののᨻ的経῭的そして社会的な変化、それらのࢫピ࣮ࢻは㏿く、またண 

可能になっていきます。このような中で、子どもたちが社会で活㌍する 20 年後にも㏻⏝

する力のᇶ♏を育むことが求められているのです。㺁ࠝ๓ᥖ᭩：9ࠞ 
子どもたちが 20 年後、このようにࢪ࣮࣓された未来を生き抜き、自分自㌟を創造

的に表現しながら、ḟの世代をษり㛤いていくために必要とされる力のᇶ♏となる「資

質・能力」の育成こそが、日本の幼児教育の㐍むべき方向であると考える。乳幼児期

に「未来を見ᤣえて」育てなけれࡤならない課題が、子どものᑗ来を自立的に生き抜

く「資質・能力」の育成なのである。またこのことが平成 29 年の 3 法௧改定の要᪨と
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なっている。それらは「୕ࡘのᰕ」(1.知識及びᢏ能、2.思考力・ุ᩿力・表現力➼ 3.
学びに向かう力・人間性➼)によって示され、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿や

小学校㐍学を見ᤣえて、円滑な教育の連⥆性を図るためのඛ㏙の「10 の姿」が新たな

教育の方向性として明グされた。では、この「10 の姿」とはどのようなものなのであ

ろうか。 
子どもたちが環境を㏻したᵝࠎな┤᥋的・ල体的な経験を㏻じて学ࡪ㐣⛬で、ඛに

ゐれた୕ࡘのᰕが┦的にᚠ環しながら子どもたちを保育することが重要であると言

われ、日本における幼児教育ではそのような┦の力を、保育を㏻じてಁし育んでい

こうとしているのである。それはまさに小学校௨㝆に「学びに向かう力、人間性➼」

として発される力でもある。さらにそれらの力の᰿ᗏをᢸう能力といわれる「社会

動的能力」、いわࡺる「非認知能力」の育成における重点化が図られている。「非認

知能力」にࡘいてἙ㑓㈗子はḟのように㏙べている。 
「認知能力とは数量化できるいわࡺる学力のことで、非認知能力とはそれ௨እのものࠗ 社

会動的能力࠘を指します。Ᏻ定して自分を発する力や、がんࡤる力、⪅との関

係を⠏く力です。」ࠝ Ἑ㑓：2016:2ࠞ 
また、⋢ᕝ保育園園長であるጒᑿṇ教は、「自分の㊊でṌいて人生をษり㛤ける大人

に育ってほしい。そのためには、幼児期に自分の⯆をとことん追求して㐟び㎸む体

験を積み重ࡡ、非認知能力とࡤれる意ḧ、自尊心、⢓りᙉさ、௰間と協ㄪ協力する

力、感性をఙࡤすことが可Ḟと考えています」ࠝ ๓ᥖ᭩：6ࠞと保育現場の視点にᇶ

づいて㏙べている。 
さらにࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥにおける「ࢭࢵࢿ࣋教育ࢺࢧ」によれࡤ、非認知能力にࡘ

いて、「目標を達成するためのࠗᚸ⪏力࠘、ࠗ自ᕫᢚไ࠘、ࠗ目標への⇕࠘、⪅と

協力するためのࠗ社会性࠘ࠗᩗ意࠘ࠗ思いやり࠘、動をᢚไするためのࠗ自尊心࠘

ࠗ楽ほ性࠘ࠗ自ಙ࠘などの力や姿ໃを指している」と指し、ඛのጒᑿは「主体的に

学び⥆けるための力であるとともに、生ᾭにわたって自分を成長さࡏたり、豊かな人

間関係をᵓ⠏したり、人生のあらࡺるႠみの支えになる力である」ࠝhttp://benesseࠞ
と㏙べている。 
 ここにみられるように、「目に見える力」ࡘまり、認知能力のみにとらわれるな

く、子どもが生ᾭにわたって自分自㌟を㧗め、学び⥆けるための「目に見えない力」

である「非認知能力」を育むことの重要性にࡘいて、幼児教育ᶵ関でඹ㏻認識し、保

育⪅はそれらを育むための子どもの㐟びや保育の環境、ᵝࠎな保育実践の見┤しを行

うとともに、新たな保育実践の可能性を追求していく姿ໃが求められることになる。 
そこで、「非認知能力」といわれる力の範にໟྵされる自ᕫ⫯定感（自尊感のこ
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とであるが、௨ୗ「自ᕫ⫯定感」と表グする）に主║を⨨きながら、その感とはど

のようなᴫᛕでᤊえられ、どのような≧ἣや活動においてその感を獲得できるのか

も明確にしておく必要があるだろう。文教⛉学ጤဨ会ㄪ査ᐊの➉内健ኴが示している

「自ᕫ⫯定感の୕ࡘのᴫᛕ」にᇶづき、自ᕫ⫯定感の育成に必要なྲྀ⤌とその⨨づ

けにࡘいてのඹ㏻⌮ゎを図り、「音楽」を፹体とした保育実践を㏻し、主として自ᕫ⫯

定感に視点を定めた非認知能力の育成の可能性や、それに向かう㐣⛬で生じるᵝࠎな

動との関係性にࡘいて、保育実践を㏻して考ᐹするとともに、子どもの「歌を歌う」

活動及び「ჾ楽伴奏」を伴う保育実践を㏻した自ᕫ⫯定感の育成へのアࢳ࣮ࣟࣉの方

法にࡘいて考えてみたい。 
 そこで、ḟに子どもの音楽活動と自ᕫ⫯定感の育みとの関連性をみていきたい。 
2，乳幼児期に育みたい自ᕫ⫯定感（自尊感）の⌮ゎ 
➉内健ኴは「㏆年、ᵝࠎなㄪ査において、ᡃᅜの子౪たちの自ᕫ⫯定感が、ᅜの

子౪たちにẚべてపいというㄪ査結果が示されている」ࠝ ๓ᥖ᭩.：66ࠞといった⫼ᬒを

㋃まえた教育生実行会㆟（第ḟᏳಸ内㛶がタ⨨した⥲⌮┤ᒓの会㆟）において、

子どもたちの自ᕫ⫯定感を育むྲྀ⤌を㐍めていく必要性にࡘいての第十ḟᥦ言をうけ

て、ࠗ 子ども達の自ᕫ⫯定感を育む㸫教育生実行会㆟第十ᥦ言をཷけて㸫࠘と題した

論文を発表している。そこで、「子౪たちの自ᕫ⫯定感を育むྲྀ⤌を行うとして、育ま

れる自ᕫ⫯定感とはいったいどのようなものだろうか、また、自ᕫ⫯定感を育むྲྀり

⤌みのୖで、どのようなことに␃意する必要があるのだろうか。」ࠝ ๓ᥖ᭩：66ࠞと㏙

べ、ḟの表のように、「自ᕫ⫯定感」を୕ࡘのᴫᛕに分㢮しᩚ⌮している。 
自ᕫ⫯定感の୕ࡘのᴫᛕ 

自ᕫ⫯定感のᴫᛕ 自ᕫのఱを⫯定するのか 
ఱによって 

自ᕫ⫯定感が生じるのか 

⪅ホ౯➼にᇶづく 

自ᕫ⫯定感 
自らのດ力や能力、成果 

⪅からの⫯定的なホ౯、 

⪅とのẚ㍑ 

自ᕫཷ容にᇶづく 

自ᕫ⫯定感 

（長所のみならࡎ短所もྵむ）自分

らしさやಶ性 
自㌟によるཷけṆめ 

⤯対的な自ᕫ⫯定感 自らのᏑᅾ 保ㆤ⪅➼からのឡ 

（ฟ所）第十ḟᥦ言をᇶに➉内健ኴẶస成ࠝ๓ᥖ᭩.：67ࠞ 

 ➉内は教育生実行会㆟における第十ḟᥦ言で指されたᡃᅜの子どもの自ᕫ⫯定

感を育むべきྲྀ⤌にあたり、子どもにかかわるᵝࠎな人ࠎが␃意すべきをඹにඹ

㏻認識するべきであるとし、自ᕫ⫯定感のᴫᛕを୕ࡘに分㢮しᩚ⌮した。第十ḟᥦ言

にあるように⤯対的な自ᕫ⫯定感の育成にࡘいては、「乳幼児期における⤯対的な自ᕫ
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⫯定感は、保ㆤ⪅ཪは保ㆤ⪅に代わるᏑᅾからのឡをཷけることが可Ḟである」

（第十ḟᥦ言 17 㡫）とㄝ明され、そのឡはその子どものᏑᅾてをかけࡦき↓くឡ

するということであり、言いえるならࡤ、その子どもは↓᮲௳に保ㆤ⪅や自分の࿘

ᅖの大人にឿしまれឡされる経験をすることで、「⤯対的な自ᕫ⫯定感」を育むことが

できるのである。また、「自ᕫཷ容にᇶづく自ᕫ⫯定感」にࡘいても、自らのᙅい㠃も

自分自㌟がྰ定するのではなく、自らの重要なಶ性として෭㟼な║ᕪしでཷけධれ、

「短所をྵめた自分らしさやಶ性を෭㟼にཷけṆめる」ࠝ ๓ᥖ᭩：68ࠞことのできる自

ᕫ⫯定感が形成され、⤯対的な自ᕫ⫯定感の素地のୖに自ᕫ⫯定感にᇶづいてそれが

育まれる関係だとされている。また、乳幼児期に↓᮲௳にឡされる経験を経ࡎ大人に

なり、ẕぶになった人は自ᕫ⫯定感を育むことができないのか、というとỴしてそう

は言えないと言われている。㪒岡㥴はあるぶ子の࢚ピࢻ࣮ࢯグ㘓を㏻じて、ẕぶの心

のዟᗏにしまい㎸まれてしまった子どもをឡするという心が、↓᮲௳にẕをឡして

くれた子どもによって、ẕの自ᕫ⫯定感が立ちୖがったという実践をྲྀりୖࡆている。

㪒岡は「子どもが自分をឡしてくれている、自分のᏑᅾを求めてくれている、これが

ẕにとってのࠗ いまここ で࠘の自ᕫ⫯定感のฟ所なのだということです。」ࠝ㪒岡：2013：
8ࠞと㏙べている。また、➉内はఀ⸨⨾ዉ子の「自尊感を㧗めるための経験は、いࡘ

でもᤂ回可能で、いろいろなものが代᭰可能だと考えるべき」であるとする主ᙇをᘬ

⏝しながら、「保ㆤ⪅に十分なឡをཷけられない場合は、教ᖌや地域の人ࠎなどとの

関係を㏻じて、ឡされる経験の代᭰となりうる経験を積み重ࡡることにより、ࠗ ⤯対的

な自ᕫ⫯定感࠘を育むべきであろう」ࠝ ➉内：๓ᥖ᭩：71ࠞと「⤯対的な自ᕫ⫯定感」

を育むことの重要性を指している。「⪅ホ౯にᇶづく自ᕫ⫯定感」にࡘいては⪅

とのẚ㍑によって自分のඃれた㒊分のみをホ౯されることによる自ᕫ⫯定感であるた

め、自分のຎった㒊分にࡘいてはホ౯対㇟とはならない。そのため自らຎっている㒊

分を認識し、ດ力してそれの改ၿを図ることによってのみ自ᕫ⫯定感を形成すること

がึめて可能になるのである。⪅ホ౯による自ᕫ⫯定感の育成にࡘいて➉内Ặは「

の 2 ࠝ「の自ᕫ⫯定感とは分㢮されるべきであるࡘ ➉内：๓ᥖ᭩：67ࠞと㏙べている。 
 乳幼児期を主としてᐙᗞ௨እの保育タで生活する子どもたちにとっては、保育⪅

との関係性において⤯対的な自ᕫ⫯定感を育むこととなる。そこでḟに、保育現場で

日ࠎ実践されている子どもの音楽的活動の場にその視点を⛣してみたい。 
3，子どもの「歌を歌う」活動から自ᕫ⫯定感（自尊感）を育む可能性 
子どもは「歌うこと」が大変ዲきである。保育の実践において、日課の中に必ࡎ歌

を歌う場㠃が⨨かれている。えࡤ、ᮅの集まりの中で歌う歌があり、その日の保育

におけるࡡらいの中心的活動の中でも歌うことがある。また、㝆園時、୍日の終わり
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を歌で⥾めくくるなど、日本の保育実践の中ではᵝࠎな「歌うこと」が日ᖖ的に行わ

れている。そのような子どもの「歌を歌う」活動は、自ᕫ⫯定感を育むこととどのよ

うな関連性があるのだろうか。この関連性にࡘいて、ここでは 3 ṓ௨ୖの幼児を対㇟

として検討してみたい。 
世⏺の㐟び歌の◊✲ᐙであり、ࢺࢫࣜࢼ࣮ࣕࢪでもあった後⸨⏣⣧生は子どもの歌

うኌにࡘいて、࣮ࣜ࢞ࣥࣁ，ࢶࢻの幼児と日本の幼児とをẚ㍑しḟのように㏙べて

いる。まࡎ歌うኌにࡘいて「๓⪅が自然なኌであるのに対して、後⪅はどなるような

ኌ。自然なኌで歌うഴ向がある」という。また、「๓⪅はẚ㍑的ṇしい音⛬で歌うの

に対し、日本の幼児はእれた音⛬で歌うことがከい」ࠝ 後⸨⏣：1998：42ࠞと㏙べてい

る。後⸨⏣は日本と࣮ࣚࣟࣃࢵにおける歌ၐの方法、㘽┙楽ჾでの伴奏の᭷↓、歌ၐ

教ᮦにࡘいて、「歌う」活動に㐟びを伴うかどうか➼、日本の子どもたちの歌う活動に

と日本の文化的な┦㐪が、子ࣃࢵ࣮ࣟࣚ、いての┦㐪点を指している。それらはࡘ

どもたちの生活の㐪いとして現れたものもᏑᅾする。࣮ࣚࣟࣃࢵでは、日᭙日にᐙ᪘

ဨで教会に㏻い、ࣥ࢞ࣝ࢜ࣉࣃや⪷歌㝲のኌ的で⨾しい㡪きをẖ㐌体感しなが

ら成長していく。そのような生活の中で࣮ࣚࣟࣃࢵのこどもたちは⨾しいኌの㡪きを

↓意識のうちに体得していくのである。また、࣮ࣜ࢞ࣥࣁのస᭤ᐙである࣮ࢲࢥ・

「࣒ࢸࢫࢩ・࣮ࢲࢥ」のᥦၐする（と表グ࣮ࢲࢥKodály Zoltán：௨ୗ）࣮ࣥࢱࣝࢰ

といった子どもの音楽教育࣒ࢸࢫࢩにᇶづいた音楽教育が♽ᅜにおいて実されてき

ている。ࡘまり、࣮ࣜ࢞ࣥࣁの子どもたちの歌う活動は、自分たちのᅜのẕㄒで歌い

⥅がれてきた࣮ࣜ࢞ࣥࣁẸ᪘の㐟びを伴った「わらべうた」が中心とされている。㏆

年日本では、࣮ࣜ࢞ࣥࣁの保育をྲྀりධれる保育がቑຍし、࣮ࣜ࢞ࣥࣁの保育ととも

に࣮ࢲࢥのᥦၐする「࣒ࢸࢫࢩ・࣮ࢲࢥ」にᇶづいた「わらべうた㐟び」をྲྀり

ධれる保育現場がቑຍしてきている。「わらべうた㐟び」が子どもたちの発達をಁし、

歌うことの႐びや‶㊊感を感じながら、人との関係性をཷけධれことのႠみであると

いう意⩏が、保育関係⪅の間で認識されたからであろう。日本の୍ᩧ歌ၐにࡘいては、

㐟びの動సを伴うことがᑡない。子どもたちは歌うことに⚄経を集中するが、保育⪅

はその⥭ᙇ感の中で「大きなኌで㸟ඖẼよく㸟」とኌをかけてしまう。子どもたちは

保育⪅の言葉に応するかのように✺然大ኌでどなりฟしてしまうのである。 
・࣮࢛ࣛࣇ、いてࡘにおける子どもたちの「わらべうた㐟び」の౯್にࣃࢵ࣮ࣟࣚ

ࣜࢱ࢝ （ࣥForrai,Katalin）（࣮ࢲࢥの㧗ᘵでᙼから┤᥋教ᤵをཷけ 43 年間幼児音楽

教育の実践の第୍人⪅）は「わらべうた㐟び」の重要性にࡘいて、「㜚த的な子どもた

ちをỴしてྏらないで、むしろその子どもたちが自ಙを持てるようなそしてඛ生がࠗ ほ

んとうにあなたをឡしているのよ࠘というẼ持ちを子どもたちにえてやってほしい
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と思います・・・子どもたちをཷけධれるというࡩうなែ度で子どもとかかわって、

子どもたちの中にᏳ定感と自ಙを育てるようにしていただきたいと思います。ですか

ら、わらべうた㐟びの中で୍␒大なとらえ方は、႐びとᏳ心感と自⏤。この 3 がࡘ

わらべうた㐟びの大きな≉ᚩです。」ࠝ 後⸨⏣：1992：11ࠞと㏙べている。わらべうたに

は子どもをㄏいかける楽しさという素ᬕらしい力をもࡘ㐟びであると指している。

ẕᅜの⨾しいことࡤでᏳ心して歌い、心地よい࣒ࣜࢬと⨾しい音⛬を感じ、だちや

保育⪅と心を合わࡏるᏳ定感を得ることがฟ来る「わらべうた㐟び」は、子ども同ኈ

の‶㊊感や心のࡘながりを育む㐟びであると言えるだろう。さらに後⸨⏣は「幼児に

歌うことをᙉไしないことである。࣮ࣜ࢞ࣥࣁでは、とくに、これがᚭᗏしていて年

ᑡ児には”歌おう”というびかけさえ行わない。保育⪅がẼ持ちよく歌っていれࡤ、幼

児はこれをᶍೌして歌うようになる、とᚭᗏした指ᑟが確立している」ࠝ後⸨⏣：1998：
42ࠞと、࣮ࣜ࢞ࣥࣁの保育⪅の歌ၐ指ᑟのあり方にࡘいて㏙べている。 

2015 年に➹⪅が࣮ࣜ࢞ࣥࣁの保育を視ᐹした㝿、ᙜ地の保育園において「わらべう

た㐟び」を学ࡪᶵ会があった。そこでも、保育⪅は子どもに㐟びをᙉ要することはな

く、ࣇ࣮࢝ࢫに㞃された楽ჾの音を⫈き分けその楽ჾをᙜてる㐟びがጞまり、保育⪅

によって自然にわらべうた㐟びへとᑟかれていった。保育⪅は「୍⥴に㐟ࡰう」とい

う㢪いと║ᕪしを୍人ࡦとりに向けながら⨾しいኌで歌がጞまり、「わらべうた㐟び」

にධって行く。࣮ࣜ࢞ࣥࣁの子どもたちは保育⪅の思いをཷけṆめて↓心で㐟びの中

にධってくるが、中には⫼中でその㐟びを感じながら㟼かにูの㐟びを楽しんでいる

子どももいる。保育⪅はỴして㐟びにㄏおうとはしなかった。保育⪅は子どもたちと

わらべうたを歌いながら୍人ࡦとりに心をᐤࡏ、必ࡎဨが主体となって歌えるよう

にᑟいていたのが༳㇟的であった。ẕᅜの言葉で歌うわらべうたを㏻じて、その場を

ඹ᭷する保育⪅に子どもたち୍人ࡦとりが大ษに認められ、尊重される経験を重ࡡて

いく体験を㏻じて、自尊感や自ᕫ⫯定感の育みが期ᚅできるのではないだろうか。 
さて、2017 年 9 月 1 日 22 時よりᨺᫎされた NHK 教育ࣅࣞࢸの࣮ࣜࢱ࣓ࣥࣗ࢟ࢻ

␒⤌ࠗወ㊧の࣮ࣞࢽ࣮ࣔࣁ ࣥࢫࢵが生き≀に変わる 後⦅ （࠘ᨺ㏦）において、ノ

࣮࢝⪅でඃ⚽な成⦼をめた指࣮ࣝࢡࣥࢥの合ၐࠎで合ၐᅋを創立し、数࣮࢙࢘ࣝ

を視⫈した。あるᬑ㏻のᡃがᅜの中࠘ࣥࢫࢵによるࠗወ㊧のࣞ（75）ࢺࢵࢭࢢ࣎・ࣝ

学校のࢫ࣮ࣛࢥ㒊を短期間の指ᑟによって見な࣮ࢽ࣮ࣔࣁを㔊しฟす合ၐᅋとして

育てୖࡆたという≀ㄒであった。ࢺࢵࢭࢢ࣎の指ᑟには㒊ဨ୍人ࡦとりの心に㡪く言

葉が⫈かれた。 
「合ၐはもちろんみんなで歌うもので、୍人ࡦとりに㈐௵が必要である」 
「自立するẼ持ちを持ってဨが合ၐの㈐௵⪅になること。それができたときにึめて
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⨾しい音楽が生まれてくるのです。」 
「大ษなことは歌うことで人の心を動かすことです」 
「合ၐᅋとして୍人ࡦとりがすべての音とࢬ࣮ࣞࣇに㈐௵をもってください」 
「音楽は終わりなきᣮᡓの道です」 
「合ၐとはもっともっと⨾しい歌になるように深みを目指して」 
「合ၐとは୍人୍人の心が⇞えୖがってそのⅆが 1 ⚾の大きな⅖となって合ၐとしてࡘ

に㏉ってくる」「そのときึめて音楽がほᐈの心にᒆくのです」 
自ಙがもてなかった㒊ဨたちを立ちୖがらࡏບまし、言葉で認めていく地道なࣞࢵ

実を結ࡎ必、ࡤとりがやってみようという⇕意とດ力をもてࡦからጞまる。୍人ࣥࢫ

ことの重要性を子どもたちのࡘとりが音に㈐௵を持ࡦこと、また、合ၐとして୍人ࡪ

心にᐤりῧいながら伝え育んでいった。時には「歌が෭たすࡂる」とࢬ࣮ࣞࣇに自分

の思いと心を㎸めて歌うとはどのようなことなのかをཝしさの中で伝えて行く場㠃も

あった。自ಙのなかったࢺ࣮ࣃが生き生きと歌うようになっていく㐣⛬で、子どもた

ちは音楽の深さと㝈りない表現の自⏤を感じていった。ࢺࢵࢭࢢ࣍に対する心からの

ಙ㢗が子どもたちの自ᕫ⫯定感を支え、子どもたちはさらに音楽のዟ深くにある「楽

しさや表現する႐び」を発見する㐣⛬へと㐍んでいくのである。 
᭱後にア࣮ࣥࣝࢥの「㉥とんࡰ」を合ၐした時に、ほᐈの目にᾦが⁄れฟる࣮ࣥࢩ

があった。「そのときがึめて自分たちの伝えたかった音楽がほᐈにᒆいた▐間」であ

り、ࢺࢵࢭࢢ࣍が子どもたちに感じさࡏたかったてがそこにあったのである。 
子どもたちとඹに「歌を歌う」ことは、௰間とその音楽に対する意図を⌮ゎし、ឡ

と⇕意をὀいで、⫈く人ࠎにそれを伝えようとດ力する㐣⛬を、ඹに歌う௰間とし

てඹ᭷していくことではないかと考える。同じ目的に向かって協ാしながら認め合う

こと、尊重されることによりかけがえのない自尊感や自ᕫ⫯定感が育まれる活動で

ある。歌うことは、協ാから生みฟされる⪅との関わりと自ᕫのᅾり方を、音楽を

表現する中で体得することのできる自ᕫ⫯定感を育むႠみなのかもしれない。 
では、保育現場で、子どもたちがኌを合わࡏて歌う場で奏されるピアノ伴奏に求め

られるものにࡘいて、ピアノ伴奏のᅾり方に視点をおいてḟに考ᐹしてみたい。 
4，子どもの自ᕫ⫯定感を支える「歌を歌う」活動における᭷ຠなピアノ伴奏のあり方 

日本の保育の実践では୍ᩧ歌ၐをすることがከく見られる。後⸨⏣は、「ピアノ伴奏

をከ⏝しないこと。歌ၐ活動は、ピアノ伴奏が可Ḟという⩦័をᡴ◚すべきであり、

自分とඛ生のኌ（௰間のኌ）が୍⮴することの႐びを感得する幼児を育てたい」ࠝ 後⸨

⏣：๓ᥖ᭩.ࠞとして、子どもが歌う場㠃でのピアノ伴奏を伴うことがከい日本の保育

にࡘいてၥ題ᥦ㉳をしている。࣮ࣜ࢞ࣥࣁの保育実践では歌を歌う場合に、ピアノは
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ほとんど⏝いられない。保育⪅は必要に応じて音ཫ（おんさ）を携ᖏしており、それ

で音⛬をᢕᥱし、↓伴奏で歌いጞめる。音楽ᑓ㛛の小学校においても、教ᐊにはピア

ノがタ⨨されていない。「ࠗ ኌ࠘は人間の᭷する᭱も素ᬕらしい楽ჾである」と㏙べた

 。の本質が「ኌ」にあることが⌮ゎできる࣒ࢸࢫࢩの教育࣮ࢲࢥ
音ཫで音をྲྀることで、ṇし、ࡎの保育⪅はኌ学をಟめピアノに౫ら࣮ࣜ࢞ࣥࣁ

い音⛬を保持できる能力を持っている。しかし、日本の保育⪅㣴成の㐣⛬では、ピア

ノが必㡲であるが、ኌに係る⛉目はほとんど見いだࡏない。そこで、子どもたちの

歌を支える乳幼児期の保育実践におけるピアノ伴奏における␃意点にࡘいて考ᐹして

みたい。 
後⸨⏣の指にあるように、子どものኌをかきᾘすようなピアノ伴奏はཝにៅむべ

きであろう。ᖖに子どものኌを尊重してഴ⫈し、ピアノ伴奏は子どもの音⛬を間᥋的

に▹ṇできる⛬度にᢚえられるべきであろう。さらに、子どもたちがピアノを㏻じて

音⛬感や࣮ࢽ࣮ࣔࣁを感じることができるように⣽心の㓄៖が求められる。すなわち、

Ỵして㞴しい伴奏をᙎく必要はないということである。㣴成校にධ学して、ึめてピ

アノを経験する学生もᑡなくないのが現実となっている。そこで、ピアノ経験のὸい

学生には、伴奏におけるኌの᭱も重要な音のみをᢳฟし、࣮࢞ࣥࣇࣝࢢࣥࢩ伴奏

からはじめ、2 ኌでの伴奏によって࣓࣮ࣟࣥࣛࢹを⨾しく₇奏することに力をὀࡄ

ことが、保育現場での実践的伴奏には᭷ຠであろう。できる㝈りࡺとりをもって子ど

もたちの表を確認しながら、୍⥴にᙎき歌えるࣞࣝ࣋を考៖して₇奏できるように

する。保育⪅はピアࢺࢫࢽである必要はなく、子どもの歌ኌを⿵ຓし、その中で࣮ࣁ

。るᡭẁとしてピアノはあるべきであろうࡏの⨾しさや発ኌのᰂ㌾性をᘬきฟ࣮ࢽࣔ

また、ከᙬな࣒ࣜࢬを音で奏することによって、子どもの動సがどのようにそれに

応するかをほᐹすることができるのもピアノ伴奏の≉ᚩの୍ࡘである。 
新しい࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝においては子どもの㌟㏆な自然に╔目したᵝࠎな表現活動を視

㔝にいれた保育実践が求められている。ᶍೌ㐟びや⤮本からのおヰ㐟び➼においては、

༶⯆性が求められる。༶⯆₇奏はピアノึ心⪅にとって᭱も㞴᫆度の㧗い伴奏となる

だろう。子どもの歌が伴奏型の変化や、わࡎかなᕤኵのみで変化が感じられ、⛣り変

わる場㠃に対応できる伴奏にするための教ᮦの㛤発も必要可Ḟであるといえよう。 
子どもの歌を歌う活動におけるピアノ伴奏は、主体的に音楽することを႐ࡪ子ども

を育て、自発的に音楽に関わろうとする意ḧを育成するために大きなᙺを果たすも

のでなけれࡤならない。 
子どもの自ᕫ⫯定感の育みをಁす保育⪅㣴成ᶵ関での指ᑟの中で、ここでは音楽、

≉に歌うこととピアノのᙺにࡘいて考ᐹした。今後は、実㝿に保育⪅㣴成ᶵ関にお
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けるピアノ指ᑟのあり方にࡘいて、よりල体的に現≧を分ᯒし、新たなピアノ教ᤵの

方法にࡘいて考ᐹしたい。 
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